
多摩交流センターだより TAMA 市民塾 2022年10月開講 塾生募集案内
　　　　【募集期間 2022年6月1日（水）～2022年7月8日（金）】

　公募による講師と市民の発想・企画・運営による新しい生涯学習（楽習）のステージ『TAMA市民塾』
ユニークで楽しさあふれる講座を用意してお待ちしています。

○開講期間　　2022年10月～ 2023年3月　
○会　　場　　多摩交流センター（京王線府中駅北口徒歩3分）
○共　　催　　TAMA市民塾・（公財）東京市町村自治調査会

多摩
30市町村
対象

№・講座名・講師名 講　　　座　　　内　　　容 回数・曜日・時間・定員

No. 1
中国伝統水墨画を

楽しく描いてみませんか？
劉　偉

　中国五千年の歴史ある奥深い水墨画を楽しみながら学んでみませんか。墨の濃
淡、基本の線、花鳥風月、山水画など基本的な描き方を学びます。また、山水画
とともに漢詩を学びます。初心者歓迎です。

6 ヶ月コース
月 2回・全 12回
第 1・3月曜日

（第 1回は 10/3）
※１月は日程変更あり
14:00 ～ 16:00（24名）

No. 2
名画解読で学ぶ
ギリシア神話と
キリスト教文化
五條　吉和

　西洋文化の源流であるギリシア神話と西洋精神の骨格であるキリスト教文化を
名画で解読しながら学ぶ講座です。神話画・宗教画の概略を、絵画を通じて学習
しますので、歴史・文化、絵画鑑賞を同時に理解でき、西洋文化が瞬時のうちに
身近な存在になります。講座終了後は西洋絵画の鑑賞が容易に理解できることを
お約束します。

6 ヶ月コース
毎月 2回・全 12回
第 2・4月曜日

（第 1回は 10/10）
14:00 ～ 16:00（24名）

No. 3
戦国の動乱①
「信長天下へ」
織茂　一行

　信長のイメージは永らく戦国史に出現した中世の破壊者・革新者とされていま
した。果たしてそれは信長の実像であったのでしょうか。今日では信長はむしろ
中世的・保守的であったとの理解が主流となっています。広く流布されてきた信
長と信長が生きた時代を戦国期第一級の史料『信長公記』や生の書簡等を手掛か
りとして紹介します。

6 ヶ月コース
毎月 2回・全 12回
第 2・4火曜日

（第 1回は 10/11）
14:00 ～ 16:00（24名）

No. 4
あなたも私も
「自分レンジャー !」に

なれる防災術
加藤　由子

　台風・豪雨・猛暑…近年の自然災害の大型化、地震や火山噴火、虫害や食中毒
など私達の身近で起きる災害から身を守るための基礎的な知識と具体的な行動、
イザ ! という時に役立つ防災のスキルを身に付ける講座です。自分と大切な家族
を守るために必要な情報を、わかりやすくお伝えします。

6 ヶ月コース
月 1回・全 6回
第 3火曜日

（第 1回は 10/18）
18:00 ～ 20:00（24名）

No. 5
暮らしに役立つ気象学
　－空を見上げて
　　天気を予測しよう－

北村　利次

　空に浮かぶ雲、雲の種類や動きからその後の天気を予測することが可能です。
天気図と組み合わせると、より詳しく天気の変化がわかります。地域の天気は自
ら判断できるようになります。期間中に撮影した雲の写真を10種雲形に分類し、
雲の図鑑を作成します。これらの作品は生涯の思い出として残ることでしょう。
 （教材費　写真アルバム、写真プリント代など　￥1,000 程度）

6 ヶ月コース
月 2回・全 12回
第 1・3水曜日

（第 1回は 10/5）
※１月は日程変更あり
10:00 ～ 12:00（24名）

No. 6
朗読で元気に
沢田　哲也

　童話から名作まで、作者の表現したい情景・心の変化を朗読で楽しみましょう。
伝えたいことを、自然な抑揚と息で「話す」ように、心に描いたイメージを相手
に伝える気持ちで読みましょう。呼吸や発声練習から始めます。

6 ヶ月コース
月 1回・全 6回
第 2水曜日

（第 1回は 10/12）
10:00 ～ 12:00（24名）

No. 7
昆虫の不思議な魅力
塚本　正司
菅井　　昇

　地球の自然環境のあり様と変化を背景とする昆虫の生態や進化を探り、その不
思議な魅力に迫ります。昆虫の変態や擬態などの巧みな生き方、社会性生活など
を映像で紹介し、昆虫世界を分かりやすくお話しします。また、それらの研究や
著作および蒐集家の人物伝などを紹介して、その観察や発見の楽しみを共感しま
す。

6 ヶ月コース
月 1回・全 6回
第 3水曜日

（第 1回は 10/19）
14:00 ～ 16:00（24名）

No. 8
日本刀入門
福本　直之

　国宝、重文にも指定されている鉄の芸術品としての日本刀を展覧会場のガラス
越しに鑑賞するだけではいささかもの足りなさを感じるようです。もっと身近な
存在としての日本刀と触れ合う機会があれば、我々の歴史を見る目も更に開ける
のではないでしょうか。それでは体感日本刀講座へどうぞ！

6 ヶ月コース
月 1回・全 6回
第 4水曜日

（第 1回は 10/26）
※ 12月は日程変更あり
14:00 ～ 16:00（24名）

No. 9
韓国語を学んで
韓国の文化を親しむ

李
い

鍾
ちょんいん

仁

　韓国語を通して韓国への理解を深めていきます。ハングルが生まれた背景と仕
組みを知ることで韓国語の基本を学び、簡単な読み書きが出来るようになり、自
己紹介や日常で使われる会話を覚えます。季節ごとの行事を勉強することで文化
に親しみ、韓国をより身近に感じましょう。
 （教材「シンプル韓国語入門編」 ￥2,000+税）

6 ヶ月コース
月 2回・全 12回
第 2・4木曜日

（第 1回は 10/13）
10:00 ～ 12:00（24名）

No. 10
　　ふろしきを知る・
　　　　　活用する
永井　直美

　世界の包み布の中でも日本の「ふろしき」は独自の発展を遂げています。先人
の知恵と一枚の布が持つ可能性から、暮らしの中で多様に使われてきました。ふ
ろしきの活用により日本の文化や伝統を現代から未来に向け楽しみ役立ててくだ
さい。つい、あやふやになりがちな知っておきたい「作法」についてもお伝えし
ます。
 （教材「ふろしきで贈り物」￥308、「ふろしき防災BOOK」￥308）

6 ヶ月コース
月 1回・全 6回
第 3木曜日

（第 1回は 10/20）
14:00 ～ 16:00（24名）

【主催】 第29回TAMAとことん討論会実行委員会
 （NPO法人東京・多摩リサイクル市民連邦、（公財）東京市町村自治調査会）
【後援】 東京都・東京都市長会・東京都町村会・多摩市・多摩ニュータウン循環組合
 （公財）東京都リサイクル事業協会・(一社 )廃棄物資源循環学会

実施報告
T A M A
と こ と ん 討 論 会第

29
回

　2022年3月5日(土)、聖蹟桜ヶ丘ショッピングセンター 6階のアウラホールに設置した特設スタジオにて、『買
い物から考える “ごみ問題”』をテーマに第29回TAMAとことん討論会をオンラインにて開催しました。
　運営関係者や講師への、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止対策として、作文と事前調査についての「考察」
と最後の「まとめ」は可能な限り時間を短縮して実施しました。基調講演ではグリーン購入の「基本の基」につい
てお話いただいた後、最近の国や地方公共団体、民間企業の事例などを交えながら市民として取り組むべきことな
どについてわかりやすくお話をしていただきました。また、講演ではそれぞれの講師が関わっている事柄を事例に、
商品を供給する側の情報や思いを共有することができました。

プログラム （敬称略）

■ 主催者あいさつ
　 　小石　惠子 （第29回ＴＡＭＡとことん討論会実行委員長）
　  （特定非営利活動法人東京 ･多摩リサイクル市民連邦代表理事）
■ 来賓ごあいさつ
　 　阿部　裕行 （多摩市長）
■ 考察（受賞作文と調査のまとめ報告）
　 　江尻　京子 （特定非営利活動法人東京・多摩リサイクル市民連邦事務局長）
■ 基調講演
　　グリーン購入とごみ減量 深津　学治（グリーン購入ネットワーク事務局長）
■ 講演 １
　　エコショップ認定制度について 薄井　誠嗣（多摩市環境部ごみ対策課長）
■ 講演 ２
　　素材と対話するモノづくり 吉田　守孝（ヨシタ手工業デザイン室）
■ 講演 ３
　　食の作り手からのメッセージ 伊藤　正樹（とうふや「おもむろ」）
■ まとめ
　 　山本　耕平 （株式会社ダイナックス都市環境研究所会長）
■ 閉会あいさつ
　 　國松　克彦 （公益財団法人東京市町村自治調査会事業部長）

▼講演の様子

作文受賞者
考  察

（敬称略）

テーマ：ごみが減る！買い物のくふう
● 優秀賞
　　妹尾　将希・中本　恭平
● エコにこセンター長賞
　　大村　麻季子、咲希、七菜
● 佳作
　　髙橋　環太・小林　美紅・濱西　奏・中山　裕紀子

①グリーン購入・グリーン調達についての指針やガイド
ラインについて
②エコショップ・リサイクル協力店等の登録制度について
③食べきり協力店・食べ残しゼロ協力店等の登録制度に
ついて
④近年実施した買い物をテーマにした啓発事業について

事前調査の主な内容
（多摩地域30市町村対象うち26市町村より回答）

　多摩地域市町村対象の調査結果をまとめた冊子をご希望の方は下記あてにご住所とお名前を記載してメールで連絡
してください。冊子は無料ですが、送料（受け取り後に切手を送ってください）はご負担ください。
　送信先　tama.recycle@gmail.com
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